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高
齢
者
の
事
故
防
止

Q
酒
井
：
高
齢
者
特
有
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
？

A
警
察
本
部
長
：
事
故
を
起
こ
し
た

高
齢
運
転
者
に
対
す
る
個
別
指
導
、

交
通
安
全
教
育
車
を
活
用
し
た
交
通

安
全
教
育
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車

の
体
験
乗
車
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

Q
酒
井
：
警
察
と
し
て
運
転
免
許
証

を
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て

い
る
の
か
？

A
警
察
本
部
長
：

免
許
セ
ン
タ
ー
や

警
察
署
の
す
べ
て

の
免
許
窓
口
に
相

談
担
当
者
を
配
置

し
て
い
る
。
令
和

２
年
８
月
か
ら
は
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要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

く
。

●
地
域
に
お
け
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、
移
動
の

利
便
性
が
高
ま
る
よ
う
に
具
体
的
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

  

買
い
物
弱
者
対
策

・
外
出
手
段
が
な
い
高
齢
者
等
に
と

っ
て
、
食
料
品
や
生
活
用
品
を
確

実
に
入
手
で
き
る
こ
と
が
重
要
。

・
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
る
の
が
、
移
動
販
売

車
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
。

・
伊
那
市
に
お
い
て
は
、
徳
島
県
に

本
社
が
あ
る
「
株
式
会
社
と
く
し

丸
」
が
運
営
し
て
い
る
「
と
く
し

丸
」
の
利
用
者
が
最
も
多
い
。

Q
酒
井
：
中
山
間
地
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

高
齢
者
等
の
買
い
物
弱
者
対
策
が
重

要
。
買
い
物
弱
者
対
策
に
取
り
組
む

事
業
者
や
市
町
村
に
対
し
、
県
が
積

極
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
？

A
知
事
：
●
中
山
間
地
域
を
多
く
抱

え
る
長
野
県
に
お
い
て
、
買
い
物
弱

者
へ
の
支
援
は
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
生
活
基
盤
を
し
っ
か
り
確

保
す
る
た
め
に
市
町
村
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

●
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
は
、

次
期
総
合
５
か
年
計
画
の
中
で
位
置
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付
け
を
行
い
、
市
町
村
と
県
と
で
買

い
物
弱
者
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
検

討
し
て
い
く
。

AIを活用した、伊那市の「ぐるっとタクシー」

Vol.26

一
般
質
問（
　
　
）

10
月
４
日

９
月
県
議
会

９
月
県
議
会免

許
窓
口
ま
で
遠
い
地
域
に
あ
る
７

交
番
に
も
運
転
免
許
自
主
返
納
窓
口

を
拡
充
し
た
。

  

交
通
弱
者
対
策

・
地
方
都
市
に
住
む
者
に
と
っ
て
は
、

自
分
で
運
転
で
き
る
か
ど
う
か
は

日
常
生
活
を
左
右
す
る
。

・
伊
那
市
で
は
、
A
I
（
人
工
知

能
）
を
活
用
し
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
「
ぐ
る

っ
と
タ
ク
シ
ー
」
が
運
行
さ
れ
て

お
り
、
市
民
か
ら
は
大
変
好
評
で

あ
る
。

Q
酒
井
：
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
の

A
I
を
活
用
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

シ
ス
テ
ム
は
、
特
に
地
方
都
市
に
お

い
て
は
非
常
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
全
県
的
に
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

A
知
事
：
●
A
I
を
活
用
し
た
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
は
「
長
野
県
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」
に
お
い
て
も
主

高
齢
者
へ
の
支
援

  

県
民
文
化
委
員
会

（
10
月
５
日
）

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

Q
県
は
県
下
８
市
町
村
と
連
携
し
て
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
調
査
に

着
手
す
る
が
、
８
市
町
村
以
外
に
つ

い
て
も
、
早
急
に
調
査
す
べ
き
で

は
？

A
８
市
町
村
以
外
に
も
調
査
す
る
意

向
の
団
体
が
あ
り
、
今
後
県
下
市
町

村
で
広
く
調
査
し
た
い
。

Q
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
？

A
調
査
の
結
果
困
っ
て
い
る
子
ど
も

に
対
し
て
は
、
市
町
村
や
学
校
等
と

情
報
共
有
し
た
上
で
支
援
す
る
。
関

係
機
関
が
役
割
分
担
し
、
家
族
の
介

護
や
通
院
等
必
要
な
支
援
を
行
う
。

  

健
康
福
祉
委
員
会

（
10
月
６
日
）

●
献
血
推
進

・
私
は
、
今
年
６
月
の
議
会
で
一
般

質
問
し
、
県
内
で
は
若
年
層
の
献

血
が
少
な
く
、
県
立
高
校
の
献
血

を
進
め
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。

Q
一
般
質
問
を
受
け
て
、
県
と
し
て

ど
う
対
応
し
た
の
か
？

A
７
月
に
県
立
高
校
長
あ
て
に
、
献

血
の
実
施
等
に
つ
い
て
通
知
。
７
月

に
県
献
血
推
進
協
議
会
（
知
事
が
会

長
）
の
総
会
の
席
上
、
高
校
生
の
献

血
推
進
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
。
令

和
３
年
度
は
１
校
の
み
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
は
５
校
が
実
施
ま
た
は
実
施

を
検
討
中
。
高
校
に
お
け
る
献
血
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
３
年
度
実
施

校
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は

11
校
で
実
施
ま
た
は
実
施
を
検
討
中
。

※
一
般
質
問
に
よ
り
、
よ
う
や

く
高
校
で
の
献
血
推
進
の
方
向

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
は
更
に
推
進
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

議
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「とくし丸」と事業者の中山さん（長谷在住）


